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ロ
イ
ヤ
ル
・
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
弓
胃
両
昌
巴

即
○
日
冒
○
ご
国
○
の
亘
国
］
）
は
、
塵
○
ｍ
ｇ
国
罠
○
吋
○
○
国
の
匡
昌
胃
さ
国
、
且

目
の
①
四
の
＄
○
津
胃
○
篇
呉
の
名
称
で
、
一
八
四
一
年
、
結
核
専
門

病
院
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ
た
。

一
九
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た

専
門
病
院
は
、
そ
の
殆
ど
が
、
疾
患
ご
と
の
特
殊
性
に
着
目
し
た

医
師
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
病
院
は
ロ

ン
ド
ン
の
弁
護
士
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ー
ズ
弓
巨
冒
罰
○
の
①
）
の
発

意
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

一
八
四
一
年
春
、
ロ
ー
ズ
の
事
務
所
員
が
結
核
に
罹
患
し
た
。

ロ
ー
ズ
は
、
事
務
所
員
の
入
院
を
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
数
々
の
病
院

に
要
請
し
た
が
、
結
核
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
事
由
に
入
院
は
拒

絶
さ
れ
た
。
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
（
一
七
三
三
年
創
設
）
な

９
ロ
イ
ヤ
ル
・
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
・
ホ
ス
ビ
タ

ル
の
設
立
に
つ
い
て

柳
澤
波
香

ど
は
、
結
核
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
性
の
患
者
の
収
容
を
許
可
し

な
い
旨
を
病
院
規
則
に
明
記
し
て
あ
り
、
一
般
病
院
は
結
核
患
者

の
収
容
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
結
核
に
因
る
年
間
死
亡
者
数
は
当
時
六
万
人
に
も

の
ぼ
っ
て
い
た
。
結
核
患
者
を
取
り
巻
く
病
院
医
療
の
実
情
を
憂

え
た
ロ
ー
ズ
弁
護
士
は
、
結
核
専
門
病
院
の
必
要
性
を
認
識
し
、

そ
の
創
設
を
決
意
し
た
。
一
八
四
一
年
五
月
八
日
、
ハ
ン
ス
・
プ

レ
ー
ス
四
一
番
地
で
、
同
僚
弁
護
士
の
バ
ク
ス
タ
ー
ら
数
名
の
篤

志
家
と
会
合
を
開
き
、
結
核
専
門
病
院
を
首
都
圏
に
創
設
す
る

旨
、
病
院
設
立
の
目
的
は
他
病
院
か
ら
除
外
さ
れ
た
結
核
患
者
の

保
護
と
、
疾
病
の
特
質
に
関
す
る
正
確
な
知
識
と
治
療
に
結
び
つ

く
研
究
の
機
会
を
提
供
す
る
旨
な
ど
の
目
標
を
定
め
た
。

翌
一
八
四
二
年
三
月
、
グ
レ
ー
ト
・
マ
ル
ボ
ロ
ー
・
ス
ト
リ
ー

ト
二
○
番
地
に
、
国
○
呂
冒
尽
日
９
国
の
匡
日
目
○
口
画
ａ
目
の
①
閉
①
の

呉
昏
①
○
房
牌
の
外
来
部
門
が
開
設
さ
れ
、
診
療
が
毎
日
行
な
わ

れ
た
。
来
院
が
困
難
な
患
者
に
対
し
て
は
往
診
を
行
な
っ
た
。
同

年
九
月
、
ロ
ー
ズ
は
、
十
年
間
の
賃
借
契
約
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の

マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
借
り
、
二
○
床
の
病
棟
を
設
置
し
た
。
ロ
ー
ズ

は
、
病
院
医
師
の
責
務
や
資
格
に
関
し
て
規
定
し
、
９
房
鴨
昌
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病
院
設
立
時
は
、
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
よ
る
結
核
菌
の
発
見

（
一
八
八
二
年
）
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
医
師
ら
は
、

結
核
の
病
因
を
、
年
齢
、
性
別
、
社
会
的
環
境
、
職
業
、
遺
伝
の

う
え
か
ら
考
察
し
た
。
ま
た
患
者
に
対
し
て
、
最
善
の
治
療
と
共

勺
ど
の
国
印
画
の
の
会
員
で
あ
る
こ
と
、
他
の
病
院
や
診
療
所
と
の

兼
任
は
許
可
し
な
い
こ
と
、
結
核
の
診
断
に
優
れ
た
経
験
を
有
す

る
こ
と
、
症
例
の
詳
細
な
経
過
観
察
に
献
身
す
る
勤
勉
性
を
有
す

る
こ
と
を
明
記
し
た
。
ま
た
、
診
療
曜
日
と
時
間
を
定
め
、
医
師

の
み
が
食
餌
や
薬
の
処
方
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
ロ
ー
ズ
の
交

友
関
係
を
反
映
し
て
、
］
○
冒
司
○
号
８
。
言
１
隅
苛
昌
の
の
弓
苧

冒
日
少
詞
。
肩
風
目
鼻
目
一
言
邑
園
日
記
８
》
雪
四
岸
寓
言
巴
普
の
）

弓
①
呂
巨
さ
５
弓
盲
目
園
○
国
ら
が
病
院
医
師
と
な
っ
た
。

や
が
て
、
病
院
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
は
じ
め
、
王
族
や

貴
族
か
ら
の
支
援
も
寄
せ
ら
れ
た
。
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
新
棟
建

設
が
決
ま
り
、
一
八
四
四
年
、
ア
ル
バ
ー
ト
公
が
そ
の
礎
石
を
据

え
、
一
八
四
六
年
、
六
○
床
の
入
院
施
設
が
完
成
し
た
。
以
後
、

一
八
四
八
年
ま
で
に
更
に
三
つ
の
別
棟
と
チ
ャ
ペ
ル
が
完
成
し

た
。
当
時
の
入
院
患
者
数
は
、
年
間
約
三
百
名
、
外
来
患
者
数
は

約
五
千
名
で
あ
っ
た
。

に
精
神
的
な
慰
め
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
配
盧
さ
れ
た
。

病
院
は
、
一
九
七
三
年
、
冒
且
○
国
Ｑ
扉
里
困
吊
亘
国
員
一
八

四
八
年
設
立
）
、
ｚ
ｇ
さ
邑
堅
由
囲
風
四
○
ｇ
詳
堅
二
八
五
七
年
設

立
）
と
研
究
部
門
を
統
合
し
、
一
九
八
八
年
、
ｚ
画
嘩
○
国
巴
国
８
風

鼬
且
巨
』
侭
冒
昌
冒
扇
を
設
立
し
た
。
更
に
一
九
九
八
年
、
英
国

政
府
の
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
閏
呂
①
匡
国
○
号
詳
巴

と
統
合
さ
れ
、
現
在
は
弓
馬
宛
ｇ
堅
田
８
日
冒
目
陣
国
閏
①
爵
昼

ｚ
国
の
弓
昌
解
と
な
り
、
今
日
も
胸
部
疾
患
の
先
端
的
医
療
開
発

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
青
山
学
院
大
学
・
津
田
塾
大
学
）


